
ク
ラ
ブ
は
、
訪
問
支

援
員
と
看
護
協
会
、
石

巻
市
の
三
者
が
主
催
で

健
康
づ
く
り
テ
ー
マ
に

平
成

年
７
月
か
ら
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
現
在

も
継
続
し
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

内
容
は
、
調
理
実
習

や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
居

酒
屋
講
座
な
ど
毎
回
趣

向
を
凝
ら
し
た
内
容
で

参
加
者
の
評
判
が
よ
く

ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
こ

と
に
よ
り
近
所
付
き
合

い
が
よ
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。

性
別
で
比
べ
る
と
、
男
性
に
比
べ

女
性
は
「
心
の
問
題
」
が
１
・
６
倍
、

｢

体
を
動
か
す
機
会
が
減
少｣

が
１
･

３
倍
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。相

談
相
手
の
有
無
で
比
べ
る
と
、

相
談
相
手
が
い
る
人
に
比
べ
相
談
相

手
が
い
な
い
人
は
す
べ
て
の
項
目
で

リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
特
に

｢

心
の
問
題｣

が
３
･
７
倍
と
、
今
回

の
分
析
で
は
最
も
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
行
事
等
へ
の
参
加
の

有
無
」
で
比
べ
る
と
、
参
加
し
て
い

な
い
人
は
「
心
の
問
題
」
の
リ
ス
ク

が
１
･
７
倍
、
「
体
調
不
良
」
の
リ

ス
ク
が
１
･
６
倍
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

今
回
の
分
析
に
よ
り
、
相
談
相
手

が
い
る
こ
と
や
、
行
事
等
に
参
加
す

る
な
ど
、
人
と
の
触
れ
合
い
を
多
く

も
つ
こ
と
が
、
心
と
体
の
健
康
維
持

に
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

① 男性は，お酒の飲み方，女性は，心の健康や
体を動かすことに気を配りましょう。

② 無職や主婦の方は，積極的に体を動かすよう
特に心がけましょう。

③ 家族が多いほど，心が健康で適正な飲酒習慣
があります。一人暮らしの方は，外にでて，
人と交流する機会を増やしましょう。

○ お金のこと

○ 住まいのこと

○ 仕事のこと

○ 心と身体のこと

○ 子育て・教育のこと

○ その他相談等

50.3 
61.8 

28.4 

17.4 

33.0 36.1 
41.3 

57.7 

70.3 

59.2 

0%

20%

40%

60%

80%

合
計

0
-
9

1
0
-
1
9

2
0
-
2
9

3
0
-
3
9

4
0
-
4
9

5
0
-
5
9

6
0
-
6
9

7
0
-
7
9

8
0
-

女性

36.7 

53.2 

31.9 

12.6 
20.8 

26.2 
34.0 

42.1 
52.4 

42.8 

0%

20%

40%

60%

80%

合
計

0
-
9

1
0
-
1
9

2
0
-
2
9

3
0
-
3
9

4
0
-
4
9

5
0
-
5
9

6
0
-
6
9

7
0
-
7
9

8
0
-

男性

 
 

 （１）  第１号  【平成２６年度】       応急仮設住宅（プレハブ）健康調査結果 ２０１４年９月号 

 主な分析結果 

【発行元】 
 

 

 

 
健康推進課 

 （２）  第１号  【平成２６年度】       応急仮設住宅（プレハブ）健康調査結果 ２０１４年９月号 

主な掲載内容 

みやぎ被災者生活支援ガイドブック 検索 

 

その他の結果は，県健康推進課のホームページに掲載中 

県
で
は
、
昨
年
度
皆
様
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
健
康
調
査

の
結
果
を
詳
細
に
分
析
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
相
談
相
手
が
い
な
い
」
や｢

行
事
等
に
参
加

し
て
い
な
い｣

と
答
え
た
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
心

の
問
題
や
体
調
不
良
の
リ
ス
ク
が
、
最
大
で
３
・
７
倍
高
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

主
な
分
析
結
果
は
、
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。

「
心
の
問
題
」
、
「
体
調
不
良
」
、

「
体
を
動
か
す
機
会
の
減
少
」
、

「
朝
か
ら
飲
酒
」
に
ど
の
よ
う

な
要
因
が
影
響
し
て
い
る
か
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
性
別
や
相

談
相
手
の
有
無
、
行
事
等
へ
の

参
加
の
有
無
な
ど
が
影
響
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

人
と
の
交
流
が
苦
手
な
方
や

外
出
す
る
機
会
が
少
な
い
方
も
、

ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、
地

域
が
主
催
す
る
行
事
等
に
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

ご
近
所
の
皆
さ
ん
で
声
を
か

け
あ
い
、
健
や
か
に
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

分析は，年齢調整など補正を

行っています。

詳細の結果は，県健康推進課

のホームページに公開されてお

ります。

「行事等へ参加している」と回答した方は，
約4割で，昨年度よりもやや増えています。
人との交流は，健康維持にとても大切ですの
で，ご近所の皆さんを誘って参加してみては
どうでしょうか。

42.8%

参加, 

43.9%

57.2%

不参加, 

56.1%

H24

H25

集
ま
り
に
参
加
し
な

い
と
言
わ
れ
る
仮
設
団

地
の
男
性
入
居
者
。
そ

ん
な
中
で
、
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、
石
巻
市

大
橋
地
区
に
あ
る
仮
設

団
地
の
「
大
橋
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
」
で
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な

取
組
が
益
々
活
発
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

分析結果からみた健康管理のポイント

0 1 2 3

いない

相
談
相
手
い
な
い
人

■ 結果５

相談相手の有無

「相談相手がいる人」を基準（＝１）とした場合のリスク

（平成24年度）

心の問題

体調不良

体を動かす機会
の減少

飲酒

0 1 2 3

なし

参
加
し
な
い
人

■ 結果６

社会行事等への参加の有無

「行事に参加している人」を基準（＝１）とした場合のリスク

（平成24年度）

心の問題

体調不良

体を動かす機会
の減少

飲酒

2

0 1 2 3

女性

■ 結果１

性 別

男性を基準（＝１）にした場合の女性のリスク

（平成24年度）

女
性

心の問題

体調不良

体を動かす機会
の減少

飲酒

県
を
は
じ
め
、
国
や

市
町
村
な
ど
で
は
、
被

災
者
の
皆
様
の
た
め
の

各
種
支
援
制
度
を
設
け

て
お
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、

被
災
さ
れ
た
方
の
生
活

を
中
心
と
し
た
主
な
支

援
制
度
の
内
容
や
相
談

窓
口
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

被
災
者
の
皆
様
の
生

活
再
建
の
一
助
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

な
お
、
掲
載
し
て
い

る
支
援
制
度
等
は
様
々

な
要
件
が
設
け
ら
れ
て

い
る
場
合
や
、
す
で
に

受
付
を
終
了
し
て
い
る

場
合
、
あ
る
い
は
新
た

な
支
援
策
が
設
け
ら
れ

て
い
る
場
合
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
随
時
、

各
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※本ガイドブックは，県内の応
急仮設住宅にお住まいの方へは
市町村から，県内のみなし仮設
住宅や県外避難者の方へは県か
ら直接お届けしています。

※お手元に届いていない場合は，

宮城県震災復興推進課

（☎０２２－２１１－２４０８）

までご連絡ください。
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発
行
元
：
宮
城
県
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部
健
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１
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－
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２
４
　
発
行
年
月
：
平
成
２
６
年
９
月

こころとからだの健康のために 

 
◆今回のような大きな災害では，ショックでこころは大きなケガをしてしまいます。 
 ささいなことでいらいらしたり，夜眠れなかったり，不安になったりすることは誰にでも 
 起こることです。 
◆体のケガと同じように，こころのケガも回復までの時間は個人差があります。 
◆なかなか症状が改善しなかったり，心配な場合には，かかりつけ医や裏面に掲載した 
 相談窓口などにお気軽にご相談ください。 
  

 

調査の結果を 
今後の健康維持にお役立てください 

多くの皆さまの調査へのご協力に 
感謝しております 

宮 城 県 

 
  
◆県では，平成２４年度と平成２５年度の健康調査の結果を詳細に分析しましたので 
 ご自身やご家族の健康管理の参考にしてください。 

 

◆平成２５年９月から１１月に，応急仮設住宅（プレハブ住宅）にお住まいの皆様を 
  対象に，健康に関するアンケート調査を実施いたしました。 
  応急仮設住宅を管理する９市町と宮城県が共同で実施し，  
  １５，１０６世帯のうち，７，６８６世帯から回答をいただきました（回収率：５０．９％）。 
  多くの方々に御協力をいただき，ありがとうございました。 
  

市町名 電話

健康推進課

介護保険課

障害福祉課

子育て支援課

2 気仙沼市 健康増進課 0226-21-1212

3 名取市 名取市保健センター 022-382-2456

健康増進課
社会福祉課

0223-22-1111

介護福祉課 0223-24-3016

健康推進課 （母子保健、健康づくり）

福祉課  
（高齢者・障害者・震災後のこころのケア）

6 亘理町 健康推進課 0223-34-0524

7 山元町 山元町地域包括支援センター 0223-37-3901

8 大郷町 保健福祉課 022-359-5507

9 南三陸町 志津川保健センター 0226-46-5113

電話

1 0224-53-3116（代表）

2 022-363-5502（代表）

3 0223-22-2188（代表）

4 022-358-1111（代表）

5 0229-91-0707（代表）

6 0228-22-2112（代表）

7 0225-95-1416（代表）

8 0220-22-7514（代表）

9 0226-22-6661（代表）

0225-82-1111
（代表）

◇市町担当課一覧

担当課名

1 石巻市
0225-95-1111

（代表）

4 岩沼市

仙台保健福祉事務所　黒川支所

北部保健福祉事務所

北部保健福祉事務所　栗原地域事務所

東部保健福祉事務所

東部保健福祉事務所　登米地域事務所

気仙沼保健福祉事務所

仙台保健福祉事務所　岩沼支所

◇県保健福祉事務所一覧

事務所名

仙南保健福祉事務所

仙台保健福祉事務所

5 東松島市

健康調査結果の 
お知らせ 

平成２５年度応急仮設住宅 

むすび丸 


